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いいかげんな是々非々という言葉は政権与党にすりよるス
ローガンだ。赤木俊夫さんの無念も認諾で闇に。その支払い
は税金である。そして地球は終末時計が警告する。( 周 )

来月例会案内

是
々
非
々
と
言
っ
て
与
党
に
し
っ
ぽ
振
る　

寺
内 
撤
乗

認
諾
で
黙
れ
と
蓋
を
す
る
お
上   

遠
田
亀
公
子

聞
こ
え
ま
す
終
末
時
計
が
刻
む
音　
周 

立
東
爺

皆んなで選んだ

 今月の秀句 �
和
�
川
柳
社 

２２
月
会
報 

No
�
�
�

２２

３月の例会も誌上です。

◆ 目 次 ◆

Putin, stop the invasion !
   Get out of Ukraine !

関連情報は

12 ページに
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２
月
の

 
川
柳
互
選

◆ 

課
題
吟

� 

認 

�(

互
選)

一
人 

３
句
以
内
吐

　
　
（
投
句
15
人
／
18
人
の
互
選
）

　
　

パ
�
ト
タ
イ
ム
認
め
る
期
間
い
つ
ま
で
か　

ひ
ろ
み

１　

認
め
印
出
番
が
な
く
て
ど
こ
消
え
た　
　
　
　

一
角

１　

川
柳
と
い
え
ど
認
真
外
す
ま
じ　
　
　
　
　
　
　

尉

１　

認
め
な
い 

東
京
か
ら
森
の
声　
　
　
　
　
　

 

高
坊

２　

幼
子
と
一
緒
に
遊
ぶ
嫗

お
う
な

嬉
し　
　
　
　

未
知
子

２　

Z
O
O
M

で
き
認
め
て
く
れ
る
会
が
増
え　
　

 
一
角

２　

何
時
ま
で
も
あ
る
と
思
う
な
認
め
印　
　

未
知
子

３　

台
湾
の
認
知
を
迫
る
嫌
中
派　
　
　
　
　
　

 

尉

３　

�
認
諾
�
司
法
の
禁
じ
手
忖
度
ぞ　
　
　
　
　

宏

３　

四
冠
の
年
少
記
録
で
認
め
ら
れ　
　
　
　
　

尊
柳

４　

愛
お
し
い
童
子
の
ご
と
き
姉
が
い
た　
　

未
知
子

４　

政
治
家
が
無
認
可
の
保
育
園　
　
　
　
　

 

高
坊

４　

軍
事
費
は
大
幅
認
め
年
金
下
げ
し　
　
　
　
　

宏

５　

砲
撃
音
塹
壕
の
兵
士
死
期
悟
る　
　
　

 

白
真
弓

５　

追
認
の
挙
句
一
億
総
玉
砕　
　
　
　
　
　
　

徹
乗

５　

認
識
の
違
い
多
く
の
人
が
死
に　
　
　
　
　

 

徹
乗

５　

戦
争
ダ
メ
互
い
に
相
手
を
認
め
あ
お　
　

 

北
の
山

５　

戦
力
の
不
保
持
た
し
か
に
九
条
に　
　
　

 

ダ
ン
吉

６　

最
大
予
算
だ
れ
が
い
つ
払
う
借
金(

国
債)

を 　

宏

６　

認
め
な
い
沖
縄
基
地
と
米
軍
兵　
　
　
　
　

大
峰

６　

増
税
を
承
知
で
軍
備
民
認
め　
　
　
　
　

白
真
弓

６　

認
め
な
い 

加
賀
の
自
由
学
校 

政
治
介
入　

 

高
坊

６　

病
気
じ
�
な
い
こ
れ
は
単
な
る
歳
の
せ
い　

立
東
爺

６　

学
術
会
議
の
学
問
の
自
由
認
め
な
い　
　
　

 

尊
柳

７　

切
実
な
民
の
嘆
き
は
黙
認
か　
　
　
　
　
　

 

宏
助

７　

腰
痛
と
認
知
症
で
や
�
と
生
き　
　
　
　
　

 

大
峰

８　

認
定
調
査
そ
の
時
だ
け
は
シ
�
キ
�
と
す
る　

ひ
ろ
み

９　

基
地
容
認
ま
た
火
の
島
に
し
た
い
の
か　

 

亀
公
子

)

◆
点
の
付
け
方

　

推
薦
句
◎
：
２
点
、
準
推
薦
句
○
：
１
点

　

◎
３
句
以
内
。
○
全
体
の
半
数
以
内
。

１１１１１１２２１
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第
三
次
世
界
大
戦
絶
対
な
い　
　
　
　
　

 

未
知
子

　
　

会
議
な
い
恩
人
の
こ
と
想
う
日
　々
　
　
　

 

一
角

　
　

ボ
イ
コ
�
ト
し
て
も
メ
ル
を
支
援
せ
ず　
　
　

 

尉

１　

梅
が
咲
く
風
雪
の
日
も
あ
�
た
ろ
う　
　

 

ダ
ン
吉

１　

君
や
知
る
ス
マ
ホ
の
操
作
テ
ザ
リ
ン
グ　
　

 

一
角

２　

五
輪
印
籠
１
０
０
年
の
杜
亡
き
も
の
に　

 

白
真
弓

２　

い
じ
�
た
教
師
句
の
投
稿
に
尊
敬
す　
　

 

ひ
ろ
み

２　

知
事
選
で
今
の
ベ
ス
ト
の
候
補
者
を　
　
　

 

高
坊

２　

市
長
選
俺
も
２
０
歳
若
け
れ
ば　
　
　
　
　

 

一
角

２　

オ
キ
ナ
ワ
の
人
権
と
海
を
国
あ
ら
た
め
よ　
　

 

宏

２　

政
治
力
補
い
余
り
あ
る
メ
ダ
ル　
　
　
　
　
　

 

尉

３　

ワ
ク
チ
ン
の 

子
供
の
影
響
ま
だ
未
知
数　
　

高
坊

４　

胸
迫
る
マ
ス
ク
見
る
と
き
幼
な
子
の　
　

 

未
知
子

４　

ロ
�
ク
ダ
ウ
ン
中
パ
�
テ
�
開
く
英
首
相　
　

尊
柳

９　

迫
害
を
黒
塗
り
に
し
て
認
め
な
い
入
管　
　

亀
公
子

９　

前
文
に
平
和
愛
す
と
高
ら
か
に　
　
　
　
　

ダ
ン
吉

９　

改
憲
を
命
に
掛
け
て
否
認
せ
よ　
　
　
　
　
　
　

尉

10　

核
を
持
つ
ど
う
言
お
う
と
も
戦
好
き　
　
　

ダ
ン
吉

11　

昭
和
史
で
あ
の
戦
争
を
確
認
す　
　
　
　
　
　

宏
助

11　

教
科
書
が
右
に
歪
む
と
知
る
認
定　
　
　
　

立
東
爺

12　

追
認
し
平
和
憲
法
な
し
崩
し　
　
　
　
　
　
　

徹
乗

12　

デ
ジ
タ
ル
化
出
番
無
く
な
る
認
め
印　
　
　
　

尊
柳

12　

鶴
彬
認
め
る
友
が
増
え
て
い
る　
　
　
　
　
　

一
角

13　

改
憲
の
前
に
違
憲
を
追
認
し　
　
　
　
　
　
　

宏
助

16　

人
権
を
認
め
ぬ
国
の
労
基
法　
　
　
　
　
　

白
真
弓

18　

認
諾
で
黙
れ
と
蓋
を
す
る
お
上　
　
　
　
　

亀
公
子

◆ 

自
由
吟�

(

互
選
�

一
人 

５
句
以
内
吐

　
（
投
句
15
人
／
18
人
の
互
選
）

２２２２１２２２２３４５
◆ 

点
数
表
記
に
つ
い
て

　

点
数
右
下
の
小
さ
い
数
字
は
�
２
点
句
◎
に
推

　

し
た
方
の
数
で
す
�
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４　

世
界
中
の
オ
リ
パ
ラ
選
手
の
幸
祈
る　
　

  

未
知
子

４　

麦
畑
凍
土
で
戦
車
の
演
習
劇　
　
　
　
　
　

立
東
爺

４　

ジ
�
ン
ダ
�
を
学
ん
で
出
せ
る
女
性
陣　
　
　

一
角

４　

オ
リ
パ
ラ
間
近
か
世
界
は
一
つ
忘
れ
ま
い　

未
知
子

５　

一
円
玉
大
活
躍
す
消
費
税　
　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
み

５　

勝
者
の
な
い
核
戦
争
と
言
い
な
が
ら　
　
　

ダ
ン
吉

５　

戦
前
の
維
新
か
ら
貰
�
た
生
き
血
で
す　
　
　

大
峰

５　

政
権
の
真
価
問
わ
れ
る
コ
ロ
ナ
危
機　
　
　
　

尊
柳

５　

休
校
で
画
面
学
習
視
力
下
げ　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
み

５　

加
賀
の
地
で
第
二
の
森
友
始
ま
�
た　
　
　
　

高
坊

５　

一
票
の
重
ね
で
政
治
動
き
出
す　
　
　
　
　
　

宏
助

５　

甘
く
見
て
コ
ロ
ナ
に
負
け
た
ト
ラ
ン
プ
氏　
　

尊
柳

５　

別
居
す
る
妻
へ
想
ひ
を
認
め
む　
　
　
　
　
　
　

尉

５　

ペ
ン
タ
ゴ
ン
が
戦
争
予
算
を
狙
�
て
る　
　
　

大
峰

５　

何
や
�
た
け
や
�
た
け
の
数
が
増
え
て
き
た　

ひ
ろ
み

５　

ア
ス
リ
�
ト
人
間
だ
も
の
ミ
ス
も
あ
る　
　
　
　

尉

６　

廃
線
の
怒
り
諸
悪
は
民
営
化　
　
　
　
　
　

ダ
ン
吉

６　

オ
ミ
ク
ロ
ン
倍
々
ゲ
�
ム
自
宅
待
機　
　
　
　
　

宏

６　

石
川
県
民
の
主
権
を
愚
弄
元
首
相　
　
　
　
　

徹
乗

６　

コ
ロ
ナ
失
政
椅
子
を
追
わ
れ
た
菅
首
相　
　
　

尊
柳

６　

官
製
春
闘
握
り
拳
に
わ
�
ぱ
す
る　
　
　
　

亀
公
子

７　

廃
絶
も
言
え
ぬ
委
ね
る
被
爆
国　
　
　
　
　
　

宏
助

７　

団
塊
世
代
玄
関
口
は
上
野
駅　
　
　
　
　
　

ひ
ろ
み

７　

軸
足
を
原
発
に
置
き
電
気
料
値
上
げ　
　
　
　

大
峰

７　

お
雛
様
飾
る
女
性
の
家
ご
も
り　
　
　
　
　
　

一
角

７　

多
喜
二
祭
小
樽
は
吹
雪
人
の
列　
　
　
　
　
　
　

宏

７　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
宅
難
民
棄
民
な
り　
　
　
　
　
　

宏

７　

北
方
も
沖
縄
も
戦
後
は
遠
い　
　
　
　
　
　
　

宏
助

７　

第
六
波
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
制
覇
さ
れ　
　
　
　

尊
柳

８　

戦
前
へ
戻
�
て
翼
賛
会
を
掘
り
起
こ
す　
　
　

大
峰

８　

町
を
征
く
軍
靴
の
響
き
耳
朶
に
あ
り　
　
　
　
　

尉

８　

労
基
法
初
め
て
読
ん
だ
裁
判
長　
　
　
　
　

白
真
弓

８　

独
裁
者
の
剣
先
が
見
る
血
の
獲
物　
　
　
　

亀
公
子

８　

噛
み
合
わ
ぬ
大
国
の
エ
ゴ
戦
争
に　
　
　
　
　

宏
助

１１１１１１
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９　

野
党
面
し
て
九
条
噛
り
出
し　
　
　
　
　
　
　

大
峰

９　

武
器
捨
て
て
楽
器
を
持
て
よ
兵
士
た
ち　
　
　

徹
乗

10　

新
自
由
主
義
庶
民
に
程
遠
い
利
益
ナ
シ　
　
　
　

宏

10　

文
句
言
い
な
が
ら
北
京
五
輪
に
熱
狂
し　
　
　

徹
乗

10　

佐
渡
遺
産
過
去
の
闇
は
知
ら
ん
ぷ
り　
　
　

立
東
爺

10　

正
論
を
時
ど
き
吐
い
て
疎
ま
れ
る　
　
　
　

ダ
ン
吉

11　

ア
ベ
マ
ス
ク
金
を
食
い
つ
つ
長
ら
え
る　
　

白
真
弓

12　

プ
�
チ
ン
も
や
�
て
い
る
の
か
ド
�
ピ
ン
グ　
　

 

徹
乗

13　

軍
拡
は
先
手
コ
ロ
ナ
は
後
手
の
後
手　
　
　

亀
公
子

14　

過
去
最
多
メ
ダ
ル
の
数
と
感
染
者　
　
　
　
　

宏
助

14　

ま
と
め
買
い
し
て
も
割
引
し
な
い
武
器　
　

白
真
弓

15　

権
力
も
コ
ロ
ナ
も
弱
者
コ
ケ
に
す
る　
　
　

亀
公
子

17　

届
か
な
い
公
助
死
ぬ
の
を
待
つ
政
治　
　
　

亀
公
子

19　

是
々
非
々
と
言
�
て
与
党
に
し
�
ぽ
振
る　
　

徹
乗

21　

聞
こ
え
ま
す
終
末
時
計
が
刻
む
音　
　
　
　

立
東
爺

◆
岩
佐
ダ
ン
吉
さ
ん
よ
り

　

年
末
に
は
数
社
か
ら
「
会
場
句
会
」
の
案
内
。
で
も
１

月
に
入
っ
て
ば
た
ば
た
と
元
の
「
誌
上
」
に
変
更
と
の
通

知
。
考
え
た
ら
会
場
も
借
用
、
感
染
防
止
の
為
の
設
営
、

何
よ
り
も
選
者
の
依
頼
…
、
中
止
後
の
連
絡
の
事
務
手
続

き
は
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
で
も
こ
れ
ら
が
や
り
切
れ

る
柳
社
は
見
事
。
や
が
て
は
再
開
が
く
る
会
場
で
の
句
会

の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
と
し
て
も
貴
重
で
す
。

　
「
あ
か
つ
き
」
も
「
岸
和
田
」
も 

〝 

い
つ
会
場
を 

？
〞 

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
状
況
で
は
、
何
と

も
…
…
。

１２１１１２３２３３６５８

お

た

よ

り
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前
月
の
会
報
で
、
尉
さ
ん
か
ら
、
選
考
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
試
験
的
に
、
２
点
句
◎
を
推

薦
さ
れ
た
方
か
ら
そ
の
句
へ
の
短
評
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
総
合
点
数
が
少
な
く
て
も
◎
が
付
く
句
も
あ
り

ま
す
。
◎
を
付
け
た
選
者
の
視
点
な
ど
が
わ
か
り
、
作

句
力
や
鑑
賞
眼
を
鍛
え
る
こ
と
に
も
な
る
か
と
思
い
ま

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
が
充
実
す
れ
ば
、
い
い
句
と
は
？

な
ど
、川
柳
の
評
価
な
ど
が
学
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
子
）

　
　◆
課
題

�
認
�
…
…
…
…
…
…
…
…
…

認
諾
�
黙
�
�
蓋
�
�
�
�
上　
　
　

亀
公
子

・
鋭
い
句
だ
と
思
い
ま
す
。（
北
の
山
）

・
ひ
ね
り
が
き
い
て
い
る
。（
宏
）

・
自
死
を
選
択
さ
れ
た
赤
木
俊
夫
さ
ん
の
ご
冥
福
を
祈

　

り
ま
す
。（
立
東
爺
）

・
認
諾
で
法
権
力
の
悪
知
恵
露
骨
。（
尉
）

�
�
�
�
化
出
番
無
�
�
�
認
�
印�
�
�

尊
柳

　
・
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
う
今
日
の
課
題
を
う
が
っ
て
い
る
。（
一
角
）

◎
◎ 

推
薦
句
へ
の
短
評 

◎
◎

認
定
調
査
�
�
時
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

�
�
�

　

・「
そ
の
時
だ
け
は
」。
高
齢
者
と
言
え
ど
も
プ
ラ
イ
ド

　
　

が
。
笑
え
ぬ
現
場
。（
ダ
ン
吉
）

改
憲
�
前
�
違
憲
�
追
認
��
�
�
�
�
�
�

宏
助

　

・
改
憲
の
外
濠
を
埋
め
て
次
は
。（
尉
）

人
権
�
認
�
�
国
�
労
基
法�
�
�

白
真
弓

　

・
関
西
生
コ
ン
労
組
に
つ
い
て
知
る
人
は
労
働
三
法
が

　
　

踏
み
に
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。（
亀
公
子
）

◆
自
由
句
…
…
…
…
…
…
…
…
…

届
�
�
�
公
助
死
�
�
�
待
�
政
治�
�
�
�

亀
公
子

　

・
い
ま
の
政
治
の
現
実
を
し
っ
か
り
見
て
い
る
と
思
い

　
　

ま
す
。（
北
の
山
）

過
去
最
多
�
�
�
�
数
�
感
染
者�
�
�

宏
助

　

・
オ
り
ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
身
近
な
課
題
を
う
が
っ
て
い

　
　

る
。（
一
角
）

教
科
書
�
右
�
歪
�
�
知
�
検
定�
�
�
�

 

立
東
爺

　

・
そ
れ
で
児
童
生
徒
が
右
に
回
る
。（
宏
）

改
憲
�
前
�
違
憲
�
追
認
��
�
�
�

宏
助

　
・
改
憲
を
許
さ
ぬ
が
「
改
憲
」
を
追
認
す
る
与
党
な
り
。（
宏
）

軍
拡
�
先
手
�
�
�
�
対
策
�
後
手�
�
�

亀
公
子
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・
そ
の
と
お
り
。
民
意
無
視
。（
宏
）

�
�
�
買
�
�
�
�
割
引
�
�
�
武
器�
�
�

白
真
弓

　

・
本
来
「
ま
と
め
買
い
」
は
割
引
だ
が
武
器
は
死
の
商

　
　

人
等
が
サ
イ
フ
の
ヒ
モ
と
利
益
第
一
主
義
。（
宏
）

是
々
非
々
�
言
�
�
与
党
�
�
�
�
振
��
�
�

撤
乗

　

・
国
民
民
主
党
（
維
新
も
）、
与
党
に
す
り
寄
る
実
体

　
　

ぶ
り
。
真
の
革
新
と
市
民
の
出
番
な
り
。（
宏
）

　

・「
是
々
非
々
」、
都
合
良
い
言
葉
で
す
が
定
見
。
ロ
マ

　
　

ン
の
な
い
輩
の
常
套
句
で
す
ね
。（
ダ
ン
吉
）

　

・
是
々
非
々
と
い
う
尺
度
は
な
い
。
与
党
に
寄
り
添
う

　
　

為
の
言
い
訳
で
あ
る
。（
立
東
爺
）

　

・
是
々
非
々
と
化
け
の
皮
が
剥
が
れ
た
ね
。（
尉
）

武
器
捨
�
�
楽
器
�
持
�
�
兵
士
�
��
�
�
�

撤
乗

　

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
兵
に
言
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亀
公
子
）

聞
�
�
�
�
終
末
時
計
�
刻
�
音�
�
�
�

立
東
爺

　

・
プ
ー
チ
ン
の
軍
事
侵
略
行
為
は
第
三
次
世
界
大
戦
へ

　
　

の
一
歩
に
見
え
る
。（
亀
公
子
）

　

・
さ
ら
っ
と
流
し
て
い
ま
す
が
、
昨
今
の
人
々
の
心
の

　
　

不
安
を
素
早
く
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し

　
　

た
。（
ふ
さ
こ
）

鶴
彬
認
�
�
友
�
増
�
�
�
��
�
�
�
�
�

一
角

　

・
鶴
彬
認
め
る
労
苦
が
報
わ
れ
る
喜
び
。（
尉
）

軍
拡
�
先
手
�
�
�
�
後
手
�
後
手�
�
�

亀
公
子

　

・
軍
拡
は
真
っ
向
勝
負
の
句
。（
尉
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�

 

徹
乗

　

・
プ
ー
チ
ン
も
風
刺
力
抜
群
。（
尉
）

◆
作
品
全
般
�
�
�
� 

…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

・
言
い
変
え
る
、
置
き
変
え
る
、
や
は
り
17
音
の
定

型
に
努
力
す
べ
き
で
は
、
と
思
い
ま
し
た
。
リ
ズ

ム
の
悪
い
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
句
の
大
半
は
五
・
七
・
五
、

17
音
字
に
外
れ
た
川
柳
で
し
た
。（
ダ
ン
吉
）

　

・
う
が
ち
こ
そ
川
柳
の
命
で
す
。（
一
角
）

　

・
今
回
の
句
、
全
体
は
表
面
的
で
あ
ま
り
感
動
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
内
容
が
分
か
り
づ
ら
か
っ
た
。

作
者
の
勉
強
不
足
。
本
当
に
も
う
一
つ
か
二
つ
内

容
を
深
め
て
欲
し
か
っ
た
。
こ
れ
は
自
分
が
作
る

時
一
番
感
じ
て
い
る
思
い
で
す
け
ど
。（
ふ
さ
こ
）

　

・
定
型
の
凝
縮
力
あ
る
句
を
選
び
ま
し
た
。（
尉
）
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川
柳
連
作
「 

関�
�
�
�生

事
件 

」  

白
真
弓

 

�
�
�
�
川
柳

コ
ロ
ナ
禍
で
て
ん
て
こ
舞
い
の
我
が
家
だ
よ　

神
田 

鯛

四
駆
は
ね
万
能
じ
ゃ
な
い
ホ
ン
ト
だ
よ　

神
田 

鯛

若
き
日
の
懐
か
しC

D

出
て
き
た
よ　

神
田 

鯛

雪
解
け
も
フ
キ
ノ
ト
ウ
は
ま
だ
冬
眠　
　

 

東    

爺

官
憲
�
捨
�
�
労
基
法
救
�
出
�

産
業
別
労
組
不
況
時
期
�
�
力
�
�

今
時
�
組
織
一
人
�
動
�
�
�
�

関
生
�
�
使
用
者
�
利
�
大
手
振
�

�
�
�
�
�
共
謀
罪
�
�
�
�
�
�
出
�

　
（
※
）
�関�

�
�
�
�
�
�

生
事
件
�
�
�
？

　

日
本
の
労
働
組
合
の
多
く
は
企
業
内
労
働
組
合
で
す

が
、
関
西
生
コ
ン
労
働
組
合
は
結
成
時
か
ら
産
業
別
労
働

組
合
と
し
て
発
足
。
世
界
的
に
は
普
通
の
労
組
の
形
。
賃

上
げ
と
共
に
待
遇
改
善
、
社
会
制
度
改
善
や
中
小
業
者

の
協
同
組
合
へ
の
組
織
化
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
団

体
交
渉
な
ど
が
恐
喝
と
さ
れ
る
な
ど
刑
事
事
件
に
発
展

(2018)

。
述
べ
八
九
人
が
逮
捕
さ
れ
、
当
時
の
労
組
委
員

長
（
当
時
）
が
保
釈
さ
れ
る
ま
で
拘
留
六
四
一
日
と
い
う

労
働
運
動
史
上
ま
れ
な
弾
圧
事
件
で
あ
る
。
関
生
労
組
は

国
連
人
権
理
事
会
恣
意
的
拘
禁
作
業
部
会
へ
も
提
訴
す
る

な
ど
、「
生
き
づ
ら
い
世
の
中
を
本
当
の
労
働
組
合
運
動

で
変
え
よ
う
！
」
と
闘
っ
て
い
ま
す
。
�
編
集
子
�

�招
集
�
�

�召
集
��

�10
頁
�
参
照
�

▼
朝
日
新
聞
の
コ
ラ
ム
「
天
声
人
語
」
に
載
っ
た
記

事
の
「
招
集
」
と
い
う
漢
字
は
「
召
集
」
で
は
な
い
の

か
？ 　

Facebook

に
朝
日
新
聞
に
問
い
合
わ
せ
た
話

が
載
っ
て
い
た
。
▼
「
召
集
」
は
「
召
す
」
と
い
う
字

で
身
分
や
地
位
の
高
い
人
が
目
下
の
人
を
集
め
る
意
味

で
、旧
日
本
軍
は
天
皇
が
国
民
を
「
召
集
」
し
ま
し
た
。

一
方
、
一
般
的
に
人
を
集
め
る
の
は
「
招
集
」
で
、
地

方
議
会
な
ど
は
天
皇
が
議
員
を
集
め
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
「
招
集
」
を
使
う
よ
う
新
聞
の
用
字
を
使
い
分
け

て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。（
編
集
子
）
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落
語
が
好
き
で
昔
か
ら
良
く
聞
い
て
い
る
。
学
生
時

代
に
池
袋
演
芸
場
で
真
打
ち
に
な
っ
た
立
川
談
志
を
偶

然
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
立
て
板
に
水
を
流
す
よ
う

な
話
し
方
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

川
柳
連
作
「 

嘘 

」  

遠
田 

亀
公
子

　

さ
て
、
円
生
や
志
ん
生
な
ど
を
代
表
す
る
一
時
代
前

の
落
語
家
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
決
ま
っ
て
遊
郭
吉

原
の
話
が
出
て
来
る
の
に
気
づ
く
。
昭
和
33
年
ま
で
の

吉
原
と
言
え
ば
国
が
公
認
の
遊
郭
で
あ
り
、
だ
れ
も
が

知
っ
て
い
る
大
人
の
遊
び
場
だ
っ
た
か
ら
落
語
の
題

材
と
し
て
大
い
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
当
然
な
こ

と
だ
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
落
語
の
世
界
で
の
遊
郭
は

単
に
面
白
お
か
し
く
語
ら
れ
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
（
人

情
話
も
あ
る
に
は
あ
る
が
）
遊
郭
の
実
態
を
抉
り
出
す

ま
で
の
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

鶴
彬
の
句
に
、

  

「
玉
�
井
�
模
範
女
工
�
�
�
�
果
�
」（
昭
和
10
年
）

と
い
う
作
品
が
あ
る
。
こ
の
句
の
「
玉
の
井
」
は
吉
原

同
様
遊
郭
だ
が
、
東
北
地
方
か
ら
売
買
さ
れ
て
来
た
娘

た
ち
が
春
を
売
る
私
娼
窟
だ
っ
た
。

  
「
�
�
�
�
�
飢
饉
年
期
�
�
�
�
�
�
」（
昭
和
10
年
）

  
「
�
�
壕
�
読
�
妹
�
売
�
手
紙
」（
昭
和
11
年
）

  

「
修
身
�
�
�
孝
行
�
淫
売
婦
」（
昭
和
11
年
）

な
ど
は
「
玉
の
井
」
の
作
品
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

罰
当
た
り
な
嘘
で
世
渡
り
す
る
議
員

金
バ
ッ
チ
嘘
が
ば
れ
る
と
雲
隠
れ

悪
党
は
悪
び
れ
も
せ
ず
嘘
を
つ
く

嘘
に
た
っ
ぷ
り
砂
糖
ま
ぶ
し
た
交
付
金

裏
の
貌
あ
あ
金
ま
み
れ
嘘
ま
み
れ

政
治
家
の
嘘
に
壊
れ
て
行
く
平
和

人
々
の
無
知
に
つ
け
込
む
嘘
の
罠

欲
望
の
沼
に
棲
み
つ
く
嘘
百
鬼

愛
欲
の
街
に
蠢
く
甘
い
嘘

少
女
Ａ 

胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
隠
す
嘘

亀
公
子
の
《 

川
柳
ひ
と
言 

》

いうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあいうあ

（
次
号
へ
）
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�
�
�
�
�
何
�
�
�
�
�
認
�
�
�
無
理
矢
理
片
付
�
�
終
�

認
�
�
�
誰
�
育
�
�
子
�
将
来
誰
�
責
任
持
�
�
�

内
密
出
産  
国
�
認
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
子
�
将
来
�
？

内
密
出
産  

認
�
�
前
�
�
�
�
認
定
�
�
�
�
�
�
�

核
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
海
�
捨
�
海
�
魚
�
食
�
�
言
�
�
�

便
利
簡
単
安
�
早
�
�
日
本
人
�
�
�
�
�
捨
�
汚
染
�
�
�
�
山

知
事
選
�
候
補
者
�
�
�
�
�
�
�
�
民
�
生
活
誰
�
中
心
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
誇
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
業
界
視
聴
者
�
宣
伝
�
�
�
丈

人
々
�
節
目
徐
々
�
小
�
�
�
�
季
節
�
香
�
�
喜
�
�
�
�

忘
�
�
�
�
�
�
核
�
�
�
�
�
�
�
�

　

ふ
さ
こ
さ
ん
か
ら
届
い
た
作
品
は
、
定
型
（
五
�
七
�
五
）
よ
り

自
由
律
川
柳
と
し
て
扱
う
こ
と
も
出
来
ま
す
が
、
別
途〝
狂
歌
�
な

ら
ぬ〝
叫
歌
�
と
し
て
掲
載
す
る
ほ
う
が
よ
り
落
ち
着
く
の
で
は
な

い
か
？ 

と
思
い
、「
ふ
さ
こ
叫
歌
集
」
と
し
て
ご
本
人
の
了
解
も
い

た
だ
い
た
の
で
掲
載
し
ま
す
。　
（
編
集
子
）

ふ
さ
こ
叫き
ょ
う
か歌

集

坂
本
ふ
さ
こ

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
戦
死
し
た
ロ
シ
ア
兵
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
残
し
た
と
い
う
や
り

と
り
が
、
国
連
総
会
で
紹
介
さ
れ
た
。
▼

ど
う
し
て
返
事
を
く
れ
な
い
の
、
本
当
に

訓
練
中
な
の
、
と
い
う
母
親
の
問
い
に
兵

士
が
返
信
し
て
い
る
。「
マ
マ
、訓
練
じ
ゃ

な
い
ん
だ
。
本
当
の
戦
争
が
起
き
て
い

る
。
怖
い
よ
」
▼
「
ぼ
く
た
ち
は
町
中
を

爆
撃
し
て
い
る
。
民
間
人
ま
で
標
的
に
し

て
い
る
。
歓
迎
さ
れ
る
と
聞
か
さ
れ
て
い

た
の
に
」。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
大
使
が
読
み

上
げ
た
こ
の
内
容
が
本
当
な
ら
、
戦
場
の

真
実
を
最
も
よ
く
伝
え
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
▼
自
軍
の
犠
牲
に
つ
い
て
、
ロ
シ

ア
政
府
が
初
め
て
公
表
し
た
。
４
９
８
人

が
死
亡
し
、
１
５
０
０
人
余
り
が
負
傷
し

た
と
い
う
。
実
際
は
さ
ら
に
多
い
と
の
見

方
も
あ
る
。
戸
惑
い
な
が
ら
戦
っ
て
傷
つ

「
天
声
人
語
」2022/3/4 

朝
日
新
聞
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浄
願
寺�

 

藤
場 

曼

　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
県
美
川
）

　

御
正
忌
で
遠
山
先
生
の
お
話
を

お
聞
き
し
て
改
め
て
思
っ
た
の
で
す

が
、
私
た
ち
は
本
尊
が
な
か
な
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

キ
リ
ス
ト
教
や
イ
ス
ラ
ム
教
で
は

拝
む
の
は
神
だ
け
で
、
ど
れ
だ
け
愛

お
し
い
家
族
が
亡
く
な
っ
て
も
、
墓

に
行
っ
て
故
人
を
拝
む
事
は
な
い
そ

う
で
す
。

　

こ
れ
は
神
だ
け
が
本
尊
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
は
私
た
ち
は

本
尊
と
い
う
こ
と
を
あ
ま
り
突
き

詰
め
て
考
え
て
い
な
い
よ
う
に
思

い
ま
す
。
多
く
の
家
に
仏
壇
が
あ
っ

て
、
一
見
仏
を
祀
っ
て
い
る
よ
う

《
投
稿
》

に
見
え
ま
す
が
、

実
は
先
祖
を
祀
っ

　
　
　
　
　
　
　
　

 

て
る
意
識
の
方
が

強
い
よ
う
で
す
。
更
に
神
棚
も
あ
っ

て
、
そ
れ
こ
そ
何
が
本
当
に
尊
い
の

か
漠
然
と
し
て
い
ま
す
が
、
大
し
た

問
題
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
神
は
崇
め
よ
と
い
い
ま
す

が
、
仏
は
仏
を
拝
め
と
教
え
て
は
い

ま
せ
ん
。
仏
教
と
い
う
如
く
、
教
え

な
の
で
す
。
教
え
は
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

生
き
て
い
く
上
で
何
が
本
当
に
尊

い
の
か
を
見
極
め
る
こ
と
を
教
え
て

い
る
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
大
切
な
人
に
死
な
れ
て

か
ら
拝
み
ま
す
が
、
死
後
に
何
を
し

て
も
届
か
な
い
の
で
す
。

　

生
き
て
関
わ
っ
て
い
る
う
ち
じ
ゃ

な
い
と
伝
わ
ら
な
い
の
で
す
。
そ
れ

が
本
尊
の
見
極
め
で
す
。

　

 

（
一
口
法
話
４
０
８　

２
０
２
２
年
１
月
）

尊
い
中
か
ら

　

本
当
に
尊
い
を
見
つ
け
る

い
た
人
、
倒
れ
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い

か
▼
一
人
の
兵
士
の
視
点
か
ら
戦
争
へ
の

疑
問
を
つ
き
つ
け
る
の
が
、
シ
ャ
ン
ソ
ン

の
名
曲
「
脱
走
兵
」
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
作

家
ポ
リ
ス
・
ヴ
ィ
ア
ン
の
手
に
よ
る
も
の

で
、
招
集
令
状
を
受
け
取
つ
だ
男
が
こ
ん

な
手
紙
を
書
く
。〈
大
統
領
閣
下
／
私
は
戦

争
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
／
可
哀
相
な
人

た
ち
を
殺
す
た
め
に
／
生
ま
れ
て
き
た
か

ら
で
は
な
い
か
ら
で
す
〉
▼
脱
走
を
決
意

し
、
大
統
領
に
求
め
る
。〈
血
を
流
さ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
な
ら
／
あ
な
た
の
血
を

ど
う
ぞ
〉（
村
上
香
住
子
訳
）。
レ
コ
ー
ド

が
発
売
さ
れ
た
１
９
５
０
年
代
は
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
戦
争
に
多
く
の
フ
ラ
ン
ス
人
が

招
集
さ
れ
た
。
殺
す
側
に
な
り
た
く
な
い

と
の
思
い
が
人
々
に
響
い
た
の
だ
ろ
う
▼

大
義
の
か
け
ら
も
な
い
侵
略
戦
争
を
始
め

た
あ
の
大
統
領
は
、
い
つ
ま
で
人
殺
し
を

命
じ
つ
づ
け
る
の
か
。(

関
連
記
事 

８
頁)
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ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
セ
ル
ギ
�
・
キ
ス
リ
ツ
�
国

連
大
使
の
国
連
演
説
か
ら
�

｢

国
連
が
設
立
さ
れ
て
以
来
初
と
な
る
本
格
的

な
戦
争
が
�
ヨ
�
ロ
�
パ
の
中
心
で
展
開
さ
れ

た｣

｢

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
生
き
残
ら
な
け
れ
ば
�
国
際

平
和
は
生
き
残
れ
な
い｣

｢

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
生
き
残
れ
な
け
れ
ば
�
国
連

も
生
き
残
れ
な
い
� 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
生
き
残

ら
な
け
れ
ば
�
次
に
民
主
主
義
が
敗
れ
て
も
不

思
議
は
な
い｣

　

キ
ス
リ
ツ
�
氏
は
戦
闘
で
死
亡
し
た
ロ
シ
ア
兵
か

ら
回
収
し
た
ス
マ
�
ト
フ
�
ン
に
残
さ
れ
て
い
た
と
い

冷
静
�
判
断

0

0

0

0

0

�
�
�
�
�
�

�

 

�
�
�
�
�
�
攻
�
入
�
�

　

し
か
し
、
正
確
な
情
報
が
大
統
領
に
届

い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
忖
度
官
僚
が

都
合
の
い
い
情
報
だ
け
を
渡
し
て
い
た
。

う
�
兵
士
と
母
親
の
会
話
と
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
読
み

上
げ
た
�

　
　

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

母
�　

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
返
事
が
来
な
い
の
？　

本

　

当
に
訓
練
中
な
の
？

兵
士
�
マ
マ
�
私
は
も
う
ク
リ
ミ
ア
に
い
な
い
ん
だ
�

　

訓
練
じ
�
な
い
ん
だ
�

母
�　

そ
れ
な
ら
�
ど
こ
に
い
る
の
？ 

 

お
父
さ
ん

　

が
小
包
を
送
れ
る
か
ど
う
か
聞
い
て
い
る
の
�

兵
士
�
マ
マ
は
ど
ん
な
小
包
を
送
�
て
く
れ
る
の
？  

　

僕
は
今
す
ぐ
に
で
も
首
を
吊
り
た
い
ん
だ
�

母
�　

何
を
言
�
て
る
の
？ 

何
が
あ
�
た
の
？

兵
士
�
マ
マ
�
私
は
今
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
い
る
ん
だ
�
こ

こ
で
は
本
当
に
戦
争
が
起
き
て
い
る
ん
だ
�
怖
い
よ
�

私
た
ち
は
す
べ
て
の
都
市
を
同
時
に
爆
撃
し
て
い

る
ん
だ
�
民
間
人
さ
え
も
標
的
に
し
て
い
る
�
彼
ら

は
私
た
ち
を
歓
迎
す
る
と
聞
い
て
い
た
け
ど
�
装
甲

車
の
下
に
倒
れ
込
み
�
車
輪
の
下
に
身
を
投
げ
出
し

て
�
通
さ
な
い
よ
う
に
す
る
ん
だ
�
彼
ら
は
私
た
ち

を
フ
�
シ
ス
ト
と
呼
ん
で
い
る
�
と
て
も
つ
ら
い
よ
�

2022.2.24 を忘れない
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五
．
表
現
派
の
繪え

  

『
音
と
言
っ
た
っ
て
、
ど
ん
と
か
が
ら
っ
と
か
い
ふ
あ
り
ふ
れ

た
ん
ぢじ

ゃや
あ
な
い
ん
だ
、
迚と
て

も
素
晴
ら
し
い
音
よ
り
も
っ
と
素

敵
な
音
だ
っ
た
よ
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ガ
ラ
ス
窓
が
、
三
角
派

の
繪え

を
雲き
ら
ら母

で
描
い
た
やよ

う
に
き
ら
き
ら
と
光
っ
た
か
と
思
ふう

と
、
畳
が
波
の
やよ

う
に
う
ね
っ
て
押お
し
よ寄

せ
る
、
天
井
板
が
脛す
ね

の

上
で
口
を
開
け
て
ゐい

る
ん
だ
。
か
う
な
る
と
物
の
色
と
か
形
と

か
い
ふう

も
の
は
無
く
な
っ
て
、
元
素
が
分
解
し
、
細
胞
が
分
離

し
て
、
混
沌
と
し
た
常と
こ
や
み闇
の
神か
み
よ代
の
お
の
こ
ろ
島
さ
。
そ
れ
で

も
不
思
議
な
も
の
だ
ね
。
そ
ん
な
時
に
も
人
間
は
本
能
的
に
方

角
を
心
得
て
ゐい

る
ん
だ
ね
。
眞ま
っ
く
ら暗
な
中
か
ら
ど
こ
を
ど
う
出
た

か
、一
つ
の
壁
を
破
っ
て
そ
の
穴
か
ら
ふ
つ
と
頭
だ
け
出
す
と
、

空
は
眞ま
っ
か赤
で
、晝ひ
る

日
中
さ
、天
地
開
明
て
の
は
こ
れ
だ
な
と
思
っ

た
よ
。
見
れ
ば
眼
の
限
り
瓦
の
波
さ
、
そ
の
筈
で
あ
の
邊へ
ん

は
場

所
が
悪
い
や
、
が
ら
っ
と
く
る
と
同
時
に
ぴ
し
ゃ
ん
こ
に
な
っ

た
田
町
な
ん
だ
。
屋
根
の
波
の
上
を
四
ん
匍ば
い

に
な
っ
て
匍は

っ
た

も
の
だ
。
山
王
の
森
が
、
緞ど
ん
ち
ょ
う
し
ば
い

帳
芝
居
の
浅あ
さ
ぎ
ま
く

黄
幕
の
やよ

う
に
、
ふ

わ
り
ふ
わ
り
と
揺
れ
て
ゐい

る
ん
だ
か
ら
、
人
間
が
歩
け
な
い
の

に
無
理
は
な
い
や
ね
。
獨ド
イ
ツ逸

の
表
現
派
の
繪え

が
や
っ
と
解
っ
た

よ
』
と
あ
る
藝
術
家
が
話
し
た
。

連 載

都
新
聞　

大
正
十
二
年
九
月
十
八
日  

火
曜
日

戦
争
前
夜
の
竹
下
夢
二
は
２
０
２
０
年
の
会
報
９
月
号
〜
11
月
号
参
照

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

 

竹
下 

夢
二

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�

東
京
災
難
畫
信�
�
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人
権
条
項
を
新
憲
法
に
も
り
こ
む
中
心
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
鈴
木
の
治
安
維
持
法
事
件
を
弁
護
し
た
経
験
が
重
く
、

説
得
力
で
全
員
一
致
原
則
の
委
員
会
を
導
い
た
よ
う
で
あ

る
。
鈴
木
が
盛
り
込
ん
だ
条
文
に
は
、
第
６
条
（
最
高
裁

判
所
判
事
規
定
）、
第
９
条
（
平
和
条
項
）、
第
17
条
（
国

家
賠
償
規
定
）、
第
25
条(

生
存
権
）、
第
36
条
（
拷
問
、

残
虐
罰
禁
止
）、
第
40
条
（
刑
事
補
償
）
な
ど
が
あ
る
。

　

な
お
、
第
36
条
に
は
不
思
議
な
文
言
が
入
っ
て
い
る
。

「
絶
対
に
こ
れ
を
禁
ず
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
戦
時
中
の

弾
圧
と
法
律
で
闘
っ
た
経
験
者
で
な
け
れ
ば
書
け
な
い
条

文
だ
ろ
う
（
こ
う
し
た
戦
後
の
鈴
木
の
仕
事
は
別
の
機
会

に
譲
り
た
い
）。

　

さ
て
、
鈴
木
義
男
は
こ
れ
ま
で
、
治
安
維
持
法
研
究

で
は
ほ
と
ん
ど
と
り
あ
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
治
安
維
持
法
事
件
で
鈴
木
が
関
わ
っ
た
学

者
、
文
化
人
の
リ
ス
ト
を
み
る
と
衝
撃
的
で
す
ら
あ
る
と

研
究
者
は
指
摘
す
る
。
リ
ス
ト
に
は
、
平
野
義
太
郎
、
河

上
肇
、
大
内
兵
衛
、
有
澤
廣
巳
、
美
濃
部
亮
吉
、
宇
野
弘

　

意
外
に
も
こ
の
人
の
名
を
知
る
人
が
多
い
。
５
月
３
日

の
憲
法
記
念
日
前
後
の
報
道
番
組
な
ど
で
必
ず
登
場
す
る

名
前
だ
っ
た
。
戦
後
、
鈴
木
義
男
は
政
治
家
に
転
身
。
戦

後
の
新
憲
法
制
定
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

　

ギ
ダ
ン
さ
ん
と
愛
称
で
呼
ば
れ
、
１
９
４
５
年
11
月
、

日
本
社
会
党
結
成
に
参
加
、
翌
46
年
衆
議
院
議
員
に
当
選

（
福
島
県
）。
司
法
調
査
部
長
、
憲
法
主
査
委
員
と
な
り
５

月
か
ら
始
ま
る
吉
田
内
閣
か

ら
提
出
さ
れ
た
憲
法
改
正
案

の
審
議
に
参
加
。「
帝
国
憲

法
改
正
案
委
員
小
委
員
会
」

（
い
わ
ゆ
る
芦
田
小
委
員
会
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

  

委
員
と
な
り
、
戦
争
放
棄
や

治
安
維
持
法
事
件

鈴
木
義
男
弁
護
士
�
弁
護�

36

独
立
運
動
に
無
罪
判
決
を
得
る

鈴
木
義
男 

（
ギ
ダ
ン
さ
ん
）
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人
を
弁
護
す
る
た
め
に
で
き
る
最
善
と
思
わ
れ
る
こ
と
は

な
ん
で
も
し
た
、
と
い
う
。
こ
う
し
て
鈴
木
は
、
無
罪
や

執
行
猶
予
付
き
の
判
決
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

　

こ
う
し
た
弁
護
活
動
に
対
し
て
、
依
頼
し
た
学
者
、
文

化
人
た
ち
は
評
価
し
て
い
る
。
当
初
、
治
安
維
持
法
違
反

裁
判
は
弁
護
の
如
何
に
よ
っ
て
刑
が
軽
く
な
る
な
ど
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
が
、
鈴
木
の
弁
護
で
確
実
に
治
安
維
持
法

の
網
か
ら
被
告
を
救
い
出
し
て
い
る
。
河
上
肇
の
家
族
は

鈴
木
の
弁
論
内
容
に
満
足
し
て
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。

　

�
�
一
�
�
立
場
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
れ
は「
法
が
裁
く
こ
と
が
で
き
る
の
は
行
為
で
あ
り
、

思
想
は
裁
け
な
い
」
と
い
う
原
則
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
近

代
刑
法
理
論
の
大
原
則
で
、
鈴
木
は
当
初
か
ら
こ
の
原
則

が
曖
昧
に
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
裁
判
で
は
一
貫
し

て
「
犯
罪
構
成
行
為
」
を
明
確
に
す
る
弁
護
方
針
が
貫
か

れ
た
。
し
か
し
戦
争
が
深
刻
化
す
る
に
従
っ
て
こ
の
大
原

則
を
無
視
す
る
判
決
が
多
く
な
り
、
弁
護
に
は
そ
の
原
則

の
確
認
を
求
め
る
こ
と
が
多
く
な
る
。　
（
つ
づ
く
）

　
　
（
元
資
料
�

�東
北
学
院
大
学
�
鈴
木
義
男
研
究
会�

�
�
�
�

�
�
�

�鈴
木
義
男
研
究
序
説
�
他
多
数
�）

蔵
、
鈴
木
茂
三
郎
、
脇
村
義
太
郎
、
宮
本
百
合
子
、
林
房

雄
、
貴
司
山
浩
と
著
名
な
学
者
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
作

家
な
ど
が
連
な
り
、
朝
鮮
独
立
運
動
に
か
ら
ん
で
修
養
同

友
会
事
件
関
係
者
、
民
族
主
義
運
動
家
、
キ
リ
ス
ト
教
関

係
者
（
９
６
名
）
な
ど
実
に
広
範
に
わ
た
っ
て
い
る
。
特

に
修
養
同
友
会
事
件
で
は
無
罪
判
決
を
得
て
い
る
（
死
刑

判
決
�
日
本
人
�
�
�
�
�
�
�
�
朝
鮮
�
�
多
�
�
死

刑
判
決
�
処
刑
�
�
�
�
�
�
�
�
留
意
�
�
�
）。

　

治
安
維
持
法
事
件
の
弁
護
記
録
か
ら
見
え
る
鈴
木
の
基

本
的
立
場
を
２
つ
確
認
で
き
る
と
い
う
。

　

�
�
�　

裁
判
を
通
じ
て
鈴
木
は
治
安
維
持
法
に
「
対

決
」
し
た
の
で
は
な
く
「
対
応
」
し
た
の
だ
と
研
究
は
い

う
。
治
安
維
持
法
は
悪
法
で
あ
る
と
い
う
立
場
で
法
廷
に

立
つ
の
で
は
な
く
、
治
安
維
持
法
と
い
う
法
律
の
存
在
を

前
提
に
、
通
常
の
刑
事
裁
判
と
し
て
、
犯
罪
の
構
成
要
件

の
充
足
や
違
法
性
に
関
す
る
検
察
の
主
張
に
反
論
し
、
と

き
に
は
裁
判
官
の
情
に
訴
え
、
時
に
は
自
ら
の
学
識
を
誇

示
し
、
元
帝
国
大
学
教
授
と
い
う
権
威
を
利
用
し
、
被
告

�
対
決
�
で
は
な
く
�
対
応
�
し
た
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▼
世
界
中
、
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回

目
の
接
種
に
苦
労
し
て
い
た
２
月
末
、
突
然
と
ん
で

も
な
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
来
た
。
ま
さ
か
の

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
と
い
う
事
件
。
▼

キ
エ
フ
や
オ
デ
ッ
サ
な
ど
１
９
１
７
年
の
ロ
シ
ア
革

命
に
繋
が
る
多
く
の
街
が
次
々
に
ロ
シ
ア
の
ロ
ケ
ッ
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編
集
後
記
を
兼
ね
て

〒920-0335金沢市金石東２丁目15--30（3--2）（渡辺 寛）

発
送
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
▼
《 

食
育
の
グ
リ
ー
ン
ノ
ー
ト
＆
土
の
音
工
房
《 

オ
カ
リ
ナ
制
作 

》・
上
村 

彰 

》

「和川柳社」会報
会員募集しています！
 同 　 人：4000 円 /年
 投句/購読： 2000 円 /年
★会報の他に、関連資料など
　もお送りします。

ト
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
▼
報
道
か
ら
目
を
離
せ

な
い
が
、
中
に
は
フ
ェ
イ
ク
情
報
が
多
く
紛
れ
込

ん
で
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
事
実
と
想
像

を
し
っ
か
り
分
け
る
に
は
そ
れ
な
り
の
知
識
＝
ア

タ
マ
の
フ
ル
回
転
が
必
要
で
も
あ
る
。
▼
短
詩
の

川
柳
は
漢
字
一
つ
の
使
い
方
で
意
味
が
逆
に
な
っ

発
送
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
▼
《
食
育
の
グ
リ
ー
ン
ノ
ー
ト
＆
土
の
音
工
房
《

た
り
す
る
。
気
を
つ
け
た
い
も
の
だ
。
▼
鶴
彬
顕

彰
す
る
会
の
総
会
も
な
ん
と
か
開
け
る
め
ど
が
付

き
、
４
月
24
日(

日)

に
決
ま
っ
た
。
通
信
『
は

ば
た
き
』
の
編
集
に
も
協
力
し
て
い
ま
す
。
ボ
ケ

る
ヒ
マ
が
当
分
な
さ
そ
う
で
あ
る
。（
周
）

３
月
例
会
�
案
内�

�毎
月
第
�
木
曜
日
��


